
Ready-To-Useで脳組織を保存可能!!

脳組織凍結保存溶液
本製品はラット、マウス胎児の脳組織凍結保存用の凍結保存溶液です。
解凍した本製品に脳組織を入れるだけで凍結保存可能です。
保存した脳組織は、解凍後、神経細胞用分散液(製品コード：291-78001, 297-78101)にて
分散し、神経細胞用培地(製品コード：148-09671)を用いて培養して下さい。

本製品にてマウス胎児海馬を3日間保管した。凍結融解後、神経細胞用分散液で細胞を分散回収し、
播種した。2日間培養後、免疫染色による観察を行った。

位相差像 βⅢ-Tubulin免疫染色

本製品で保存した脳組織は解凍後も良好な増殖能を示し、中枢神経の
マーカーのひとつであるβⅢ-Tubulinを発現していることが分かった。

製品コード 品名 規格 容量 希望納入価格(円)

029-19161 脳組織凍結保存溶液 細胞培養用 1 mL×10本/箱 26,400

実験条件

細胞数：約1×106 cells/dish (胎生18.5日目マウスの胎児海馬より分散)

培養スケール：1 mL/well(ポリリジン/ラミニンコートガラスボトムディッシュ)

培養条件：37℃、5％CO2

データご提供

東京慈恵会医科大学 再生医学研究部

岡野 ジェイムス 洋尚先生、長谷川 実奈美様

● 解剖後のラットやマウスの脳組織を凍結保存可能

● Ready-to-use

特長

実験１ 凍結保存データ (βⅢ-Tubulin免疫染色)

製品情報



各凍結保存溶液を用いて、ラット胎児海馬の凍結保存を行った。

中一日おき、凍結融解後、神経細胞用分散液で細胞を分散回収し、性能比較を行った。
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本製品で脳組織を保存した場合、他社品で保存した場合と比較して3倍以上の生細胞を
回収することができた。

総細胞数
（cells/vial）

生細胞数
（cells/vial）

生細胞率
（%）

生細胞数比※

① 凍結保存なし 1.74×106 1.65×106 95 1.00

②
脳組織凍結
保存溶液

1.21×106 1.11×106 92 0.67

③
弊社凍結保存溶液

（汎用動物細胞用）

（血清成分含有）

8.34×105 7.29×105 87 0.44

④
他社凍結保存溶液

（汎用動物細胞用）

（血清成分含有）

3.40×105 2.91×105 86 0.18

※ 凍結保存無しの条件の総細胞数を１とした場合

実験２ 凍結保存データ (細胞性能比較)

総細胞数

生細胞数

使用上のご注意

解剖開始から一次冷却開始までの時間は可能な限り短くして下さい。
（目安として動物麻酔から脳組織を凍結保存溶液に入れるまでの時間を1時間以内にして下さい。）

細胞生存率は胎児取出し後の時間経過に伴い低下します。神経細胞用分散液を用いた時には死細胞が除かれるため、回収細胞
数が減少します。また、作業は可能な限り氷上で実施して下さい。

Q：実験の都合上、2次冷却の時間が3時間取れません。Overnightでは細胞が死滅してしまうのでしょうか。

A：細胞数は少し減少しますが2次冷却はOvernight(12時間)で実施しても実用上十分な数の細胞が回
収できます。
※表面の実験データはOvernightにて2次冷却した場合の実験データです。
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